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①‘If Portugal had no commercial connexion with other countries， in-
stead of employing a great part of her capital and industry in the pro 
duction of wines， with which she purchases for her own use the cloth 
and hardware of other countries， she would be obliged to devote a part 
of that capital to the manufacture of those co皿 moditie8， which she 
would thus obtain probably inferior in quality as well as quantity.' 一@‘The quantity of wine which she shall gi ve in exchange for the 
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cloth of England， isnot determined by the respective quantities of la-
bour devoted to the prod uction of each，空sit史旦!ιbe，if both COffi-
modities were manufactured in England， or both in Portugal.' 
①‘England rnay be 80 circumstanced~ that to produce the cloth may 
require the labour of 100 men fOI one year; and if she atternpted to 
make the w日時 lt史ghtrequire the labour of 120 men for the sam"e 
time， England would therefore五ndit. her interested to import wine， 















































したがっL こ心両者は一品区別して取扱うのが適当なようであるJ (同氏， r貿易問随~，岩佐
書盾， 1958年， 75ペー ジL
43) 行沢健三，前掲論文， 50へ ショ毒問し
44) ，すべての場合に，外国産と国産の商品を合計したものにたいする需要は，価値にか必ずるか
ぎり，そD国のl恒入と資本によって詰阻Eされる。もし一方が増加すれば，他方は減少しなければ
ならなL、J (リカ-l-~. If全集IJ. 151-152へジ〉。






































































あるJ(リカ ドウ『全集， U)， 150ベージ〕。




も~，第 2 財が労働集約的部門であるとすれば， この部門から解放.された資本






























































































生産財を al'a2， aa単位，生きた労働の投入時聞を τh 't"2' 1'8' 1時間労働の
再生産費を w・P，とする。 Tr， T2' Ta をそれぞれの部門の利潤率とする。以下
の等式が成立することになるだろう。
P， ~(1十rl)(al-P2十τ，.W • P.) @ 
P， ~(l+r，)(a， .P，十円.w.ps) ⑮ 
Ps= (1 +rs) (aso P2+'t"3・W.P3) ⑮
ここで⑭式のみから第 1部門の利潤率を求めると，利潤は価格と費用価格の
差であることから，




τ 再ー ォー 1 ⑮ a，・ P2+t~ ・ w.p，o
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bO) マルクスの単純再主主産衰式は，第1部門400Qc十1000v + lOOQmニ6000，第2部門 2000c + 
500 v +500mとしており，価値量の差異のみが強調さ札ているのである@マルクス，向坂訳『資
本論』第2巻，岩渡書庖， 472べ-:/0
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である。この利潤の実体は何かと問うことはあまり重要ではない(本稿，第N
























じる P，の上昇は，⑮式の P，をも上昇させる。上昇した P，と P，はそのま
ま⑬式にも入り込むのであるから Pュ自体も上昇し， 引に含まれていた輸
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51) マルクス 引用①「外国貿易が，あるいは弓弓正資本の諸要素を あるいは可変資本が転化き
れる生活必需品を，より低廉にするかぎりでは，それは，剰余価値車を高め，不変資本の価値を

































































































5ヨ〉 柴田園弘「貿易と一般的制潤車 吉村正晴氏の見解について一一ー ム 17ベージ。
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P2'= (1+r2') {a2'.Pl'十円・W'(P，'十九)} ⑧ 
Pa'=P，= (1十r3')r3・W.(P2'十P3) ⑧






亡換算ずみD価格である。 P[が同一であるのも同様の事情による。また， Tl' 
T2' T3は近似値をもち， 原料部門の利潤率は r[に等しい。 さらに各財の生産
量の均衡変化をも考慮しなければならない。 なお a" a';， hu '<;， '</ W は既







が順次 Pl'P2' Paの上昇へと波及する。 P，の市場価格が直ちに下落しなし、か
らである。この過程は r，の圧縮を随伴することになる。先進国の P，の上昇
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り，われわれのモデルの暗示的可能性を述べるにとどめたが，次補で詳しい展
開と論証とを期したいと思う。
(完〕
〔付記) 本稿は1979年10月20日に熊本商科大学で開催された国際経済学会第四回全国
大会での報告 iW利潤率と貿易』理論白再考」にも色づ〈ものである。
